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○投票所　　

　投票日当日は、あらかじめ指定された投票所以外では投票できません。投票に行く際には、入場券に記載された投票所を

必ずご確認ください。

　※注意　今回の選挙から麻生地区の一部の投票所が変更となります。

＜変更となる投票所＞

　　新原公民館　　　　　　⇒　行方市役所麻生庁舎　　　　　　島並農村集落センター　⇒　旧小高小学校体育館

　　大和第一小学校体育館　⇒　麻生東小学校体育館　　　　　　大和第三小学校体育館　⇒　白浜農村集落センター

　　太田小学校体育館　　　⇒　太田地区館

○期日前投票　

　仕事や旅行で投票日当日に行けない方は、期日前投票をご利用ください。

と　き　平成 25 年７月 5日（金）～　７月 20 日（土）　午前８時 30 分から午後８時まで

ところ　行方市役所各庁舎（麻生庁舎ロビー　／　北浦庁舎第４会議室　／　玉造庁舎ロビー）

○不在者投票

　投票所に行けない方は、不在者投票をご利用ください。いずれの場合も郵送によるやり取りとなりますので日数を要しま

す。お早めにご請求願います。

■滞在地での不在者投票

　仕事や旅行などで市外に滞在中の人は、滞在先の選挙管理委員会で不在者投票ができます。

■指定施設における不在者投票

　都道府県の選挙管理委員会が指定した病院・老人ホーム等に入所中であれば、その施設内で不在者投票ができます。詳し

くは、各施設でご確認ください。

■郵便等による不在者投票

　障害程度や介護状態の区分により、自宅等で郵便等による不在者投票ができます。この制度を利用するには、あらかじめ

選挙管理委員会への申請が必要になりますので、お早めにお問い合わせください。

○開票　　

　◇日時：平成 25 年７月 21 日（日）　午後８時から　◇場所：行方市立北浦中学校体育館　◇臨時電話：0291-35-3866

※選挙開票結果については、行方市のホームページ上でもお知らせします。アドレス　http://www.city.namegata.ibaraki.jp/

○公職選挙法が改正されました
■成年被後見人の方もこの参議院議員通常選挙から投票できるようになります。

■インターネットを使った選挙運動ができるようになりました。（下記参照）

①有権者は、ウェブサイト等（ホームページ、ブログ、ツイッターやフェイスブック等の SNS、動画中継サイト等）を利用

した選挙運動が可能となりますが、電子メールを利用した選挙運動は引き続き禁止されます。

②候補者・政党等は、ウェブサイト等及び電子メールを利用した選挙運動が可能となります。

（注）・未成年者等は選挙運動をすることができません。

　　・選挙運動は公示・告示日から投票日の前日までしか行うことができません。

第 23 回参議院議員通常選挙 ７月 21 日（日）午前７時～午後６時

候補者に対して、悪質な誹謗中傷をす

る等、表現の自由を濫用して選挙の公

正を害することのないよう、インター

ネットの適正な利用に努めてください。

※詳しくは総務省ＨＰをご覧ください。

ネット選挙運動総務省 検索

問い合わせ　行方市選挙管理委員会

℡ 0299-72-0811（総務課内：麻生庁舎）

候補者 政党 一般有権者
補足・注意事項

ウェブサイト

（ＨＰ・ブログ・掲

示板・ＳＮＳ等）

電子メールアドレス等（返信
用フォームのＵＲＬやＳＮＳ
のユーザー名などを含む）の
表示義務があります。

電子メール

（ＳＭＴＰ方式、

電話番号方式）

送信者は一定の記録の保存義務
があります。送信者の氏名・名
称や電子メールアドレス等、一定
の事項の表示義務があります。

ネット選挙運動ができる人

解
禁
さ
れ
る
情
報
発
信
方
法

ネット選挙解禁で
できること
できないこと

×
※送信者には一定の制限
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職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
受
験
資
格

試
験

区
分

採
用
予
定

人　
　

員

受
験
資
格

一
般

事
務

若
干
名

※
試
験
区
分
は
、

大
学
卒
等
と
短

大
・
高
校
卒
等

に
分
か
れ
ま
す
。

昭
和
60
年
４
月
２
日
か

ら
、
平
成
８
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

一
般

事
務

若
干
名

（
障
が
い
者
）

※
試
験
区
分
は
、

大
学
卒
等
と
短

大
・
高
校
卒
等

に
分
か
れ
ま
す
。

昭
和
58
年
４
月
２
日
か

ら
、
平
成
８
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
自
力
に
よ
り
出
勤

が
で
き
、
か
つ
、
介
護

者
な
し
に
事
務
職
と
し

て
の
職
務
の
遂
行
が
可

能
な
人
で
、
次
の
（1）
～

(3)
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人（1）
身
体
障
が
い
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る

人（2）
通
常
の
勤
務
時
間（
原

則
と
し
て
週
38
時
間
45

分
、
１
日
７
時
間
45
分
）

に
対
応
で
き
る
人

（3）
活
字
印
刷
文
に
よ
る

出
題
に
対
応
で
き
る
人

資
料
の
請
求
方
法

　

直
接
、
総
務
課
へ
お
い
で
い
た
だ
く
か
、
郵
送
で
。

※�

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
封
筒
の
表
に
（
職
員

採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求　

大
学
卒
又
は
短

大
・
高
校
卒
等
）
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明

記
し
て
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
角
２
サ
イ
ズ
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

資
料
は
、
北
浦
庁
舎
・
玉
造
庁
舎
の
総
合
窓
口

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

茨
城
県
知
事
選
挙
・
行
方
市
長
選

挙
の
選
挙
期
日
が
決
定
し
ま
し
た

投
票
日

９
月
８
日
（
日
）

午
前
７
時
～
午
後
６
時

告
示
日

茨
城
県
知
事
選
挙

８
月
22
日
（
木
）　

行
方
市
長
選
挙

９
月
1
日
（
日
）　

※�

行
方
市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
８

月
８
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
麻
生
保
健
セ
ン

タ
ー
（
麻
生
庁
舎
）
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

　

立
候
補
予
定
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
・
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

総
務
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

市

職

員

採

用

試

験

　

平
成
25
年
度
市
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

試 

験 

日

第
１
次
試
験　

９
月
22
日
（
日
）

▽
会
場　

茨
城
大
学
（
水
戸
市
文
京
２-

１-

１
）

第
２
次
試
験　

11
月
上
旬
予
定

　
　
　
　
　
　
（
第
１
次
試
験
合
格
者
）

受
付
期
間　

７
月
１
日
（
月
）
～
７
月
31
日
（
水
）

　

行
方
市
情
報
公
開
条
例
お
よ
び
行
方
市
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
制
度

の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

１　

情
報
公
開
開
示
請
求
の
状
況（
平
成
24
年
度
）

��������������

開示
請求
件数

請求に係る
決定内容

開示 部分
開示

不
開示

8 3 4 1

２　

個
人
情
報
取
扱
事
務
届
出
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届
出
件
数　

１
９
７
件

※�

個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
、
削
除
お
よ
び
利
用

停
止
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※�

請
求
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保

護
制
度
の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す

総
務
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

み
な
み
原
団
地
（
旧
麻
生
）

　

所
在
地　

青
沼
８
４
１-

１
４　

　

間
取
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

構
造　

Ｒ
Ｃ
造

　

募
集
戸
数　

２
戸

諸
井
団
地
（
旧
玉
造
）

　

所
在
地　

玉
造
甲
４
１
７
５　

　

間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ

　

構
造　

Ｒ
Ｃ
造

　

募
集
戸
数　

１
戸

応
募
資
格

次
の
①
～
③
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①�

単
身
入
居
以
外
の
方
で
現
在
住
宅
に
困
っ
て

い
る
方

②
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③�

条
例
で
定
め
る
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
方

（
例
）
一
般
世
帯
の
場
合
（
１
世
帯
の
合
計
所
得

額
‐
控
除
額
）
÷
12
＝
15
万
８
千
円
以
下

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
都
市
建

設
課
（
玉
造
庁
舎
）
に
提
出
。

申
込
期
間

７
月
１
日
（
月
）
～
７
月
18
日
（
木
）

入
居
者
の
選
考

市
営
住
宅
管
理
条
例
第
８
条
に
よ
り
入
居
者
選
考

委
員
会
を
行
い
、
入
居
者
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　
　
　

試
験
案
内
は
行
方
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.nam

egata.ibaraki.jp/

〒
３
１
１-

３
８
９
２
行
方
市
麻
生
１
５
６
１-

９

行
方
市
総
務
部
総
務
課
人
事
グ
ル
ー
プ

☎�

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１
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大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用

　
　
　
　
　
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

健
康
増
進
課
（
北
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　

☎ 
０
２
９
１
（
３
４
）
６
２
０
０

生
涯
学
習
課
（
北
浦
公
民
館
内
）

　
　
　

 

☎ 

０
２
９
１
（
３
５
）
２
９
０
８

　

現
在
、
首
都
圏
を
中
心
に
風
し
ん
が
流
行
し

て
い
ま
す
。

　

行
方
市
で
は
、
地
域
で
の
風
し
ん
の
流
行
を

防
ぎ
、
特
に
、
妊
娠
し
て
い
る
女
性
と
生
ま
れ

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
を
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」

か
ら
守
る
た
め
、
緊
急
対
策
事
業
と
し
て
大
人

の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
と
な
る
予
防
接
種
の
種
類

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン

助
成
対
象
者

次
の
(1)
か
ら
(3)
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

(1)�

予
防
接
種
を
受
け
た
日
に
お
い
て
行
方
市
に

住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ
に
該
当

ア�

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

イ�

妊
娠
し
て
い
る
、
又
は
希
望
す
る
女
性
の
夫

(2)�

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
23
歳
～
51
歳
）

(3)�

風
し
ん
に
罹り

患か
ん

し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
、
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

助
成
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
の
接
種
分
ま
で

助
成
金
額
と
回
数　

ど
ち
ら
か
の
接
種
１
回
限

り
と
す
る
。

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　

３
，
０
０
０
円

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン

５
，
０
０
０
円

※�

予
防
接
種
の
費
用
は
各
医
療
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
接
種
す
る
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

償
還
払
い
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
予
防

接
種
の
領
収
書
と
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
を

証
す
る
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

平
成
25
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で

申
請
場
所　

北
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

※�

こ
の
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
か

な
い
任
意
予
防
接
種
で
す
。
接
種
を
強
制
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
の
効
果
や

副
反
応
な
ど
を
十
分
理
解
の
上
、
接
種
を
希

望
す
る
方
の
判
断
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

行
方
市
文
化
会
館

「
ピ
ア
ノ
に
親
し
む
会
」
参
加
者
募
集

　

行
方
市
文
化
会
館
で
は
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い

る
方
や
ピ
ア
ノ
の
経
験
の
あ
る
方
を
対
象
に
コ

ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
弾
く
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
弾

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
期
間　

８
月
か
ら
12
月
ま
で
の
指
定
し
た

土
・
日
曜
日

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
１
人
２
時
間

以
内
）

実
施
場
所　

行
方
市
文
化
会
館

（
ホ
ー
ル
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室
）

参
加
対
象　

行
方
市
内
に
在
住
又
は
在
勤
す
る

方
（
中
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
。）

人
数　

８
名
（
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
、
抽

選
に
よ
り
参
加
者
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

募
集
期
間　

７
月
１
日
（
月
）
～
７
月
31
日
（
水
）

（
祝
日
は
除
く
。）

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
込
方
法　

直
接
窓
口
へ
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

行
方
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
グ

ル
ー
プ

〒
３
１
１-

１
７
０
４
行
方
市
山
田
２
１
７
５

☎�

０
２
９
１
（
３
５
）
２
９
０
８

総
務
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

　

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
津
波
、
高
潮

な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が

あ
る
時
に
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。
よ
り
甚
だ
し
い
大
雨
や
大
き

な
津
波
等
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
に
よ
る

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、

特
別
な
警
戒
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
、
新
た
に

「
特
別
警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
特
別
警
報
の
対

象
と
す
る
現
象
は
「
東
日
本
大
震
災
」、
我
が
国

の
観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を
記
録
し
た
「
伊
勢

湾
台
風
」
の
高
潮
、
紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
「
平
成
23
年
台
風
第
12
号
」
の

豪
雨
等
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
お
住
ま
い
の
地
域

は
数
十
年
に
一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危

険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
、
避

難
指
示
・
勧
告
等
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に
命
を

守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
時
間

を
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意
報
、
警
報
や
そ
の

他
の
気
象
情
報
を
活
用
し
て
、
早
め
早
め
の
行

動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た
や
家
族
の
命
を
守
り

ま
す
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/kishou/know
/

tokubetsu-keiho/index.htm
l

問
い
合
わ
せ
先

水
戸
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
１
１
０
６

『
特
別
警
報
』

　
　
　
　
の
発
表
を
開
始
し
ま
す
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「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
等
で
消
費
生
活
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
必

要
な
一
定
水
準
以
上
の
知
識
と
能
力
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
こ
と
を
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
が
認
定
す
る
資
格
で
す
。

　

認
定
資
格
試
験
は
毎
年
全
国
各
地
で
行
っ
て
お

り
、
今
年
の
第
１
次
試
験
は
９
月
28
日
（
土
）
に

行
わ
れ
ま
す
。
年
齢
、
性
別
、
学
歴
等
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
受
験
で
き
ま
す
。
受
験
申
込
は
、
８

月
５
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　

受
験
要
項
は
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
の
封

筒
に
90
円
切
手
貼
付
、
あ
て
先
明
記
）
を
同
封
の

上
、
郵
便
に
て
左
記
あ
て
先
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
受
験
要
項
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.kokusen.go.jp/shikaku/

shikaku.htm
l

　

若
干
の
部
数
は
、
商
工
観
光
課
く
ら
し
支
援
グ

ル
ー
プ
（
北
浦
庁
舎
）
に
も
あ
り
ま
す
。

消
費
生
活
専
門
相
談
員
の

　
　
　
　
　
資
格
取
得
に
つ
い
て

商
工
観
光
課
（
北
浦
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
１
（
３
５
）
２
１
１
１

資
料
請
求
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
１
０
８-

８
６
０
２

東
京
都
港
区
高
輪
３-

１
３-

２
２

独
立
行
政
法
人　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

資
格
制

度
室

☎�

０
３
（
３
４
４
３
）
７
８
５
５
（
直
通
）

乾
燥
汚
泥
肥
料
「
美
土
里
」
を

　
　
　
　
　
　
利
用
し
ま
せ
ん
か

下
水
道
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

　
「
美
土
里
」
は
、
榎
本
地
区
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
か
ら
発
生
す
る
汚
泥
を
乾
燥
さ
せ
た
普

通
肥
料
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
野
菜
等
の
栽
培
に
「
美
土
里
」

を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

特　

徴

○�

窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
肥
料
と
し
て
効
果
が

あ
り
ま
す
。

○�

化
学
肥
料
で
や
せ
た
土
壌
の
改
良
材
と
し
て

効
果
が
あ
り
ま
す
。

○�

有
機
物
が
多
い
た
め
、
土
壌
を
膨
軟
化
、
団

粒
化
す
る
の
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

○�

化
学
肥
料
と
の
併
用
で
肥
料
効
果
が
高
く
な

り
ま
す
。

主成分の含有量

　窒　素　　4.2％

　リン酸　　3.8％

　カ　リ　　0.5％未満

　炭素窒素比　　5

普通肥料

　種　類　　乾燥汚泥肥料

　名　称　　美土里

　登録番号　生第 80710 号

　正味重量　15kg

料　

金

○
袋
詰
め
の
場
合

　

１
袋
（
15
㎏
入
）　

50
円
（
袋
代
）

○
袋
詰
め
な
し

　

無　

料

引
渡
し
場
所

榎
本
地
区
浄
化
セ
ン
タ
ー

行
方
市
若
海
８
４
０-

３
（
玉
造
工
業
高
校
隣
）

ご
存
知
で
す
か
　

           

行
方
市
無
料
職
業
紹
介
所

商
工
観
光
課
（
北
浦
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
１
（
３
５
）
２
１
１
１

　

商
工
観
光
課
（
北
浦
庁
舎
）
に
設
置
さ
れ
て
い

る
行
方
市
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、
市
内
お
よ
び

近
隣
事
業
所
の
求
人
情
報
を
集
め
、
市
民
お
よ
び

市
内
に
居
住
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
働
く
場

所
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
求
人
・
求
職
者
を
身
近

で
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
求
人
検
索
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
、

行
方
市
の
求
人
情
報
を
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
検
索
可
能
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
求
職

活
動
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

開
設
場
所

商
工
観
光
課
（
北
浦
庁
舎
）
窓
口

行
方
市
山
田
２
５
６
４-

１
０

開
設
時
間

月
曜
～
金
曜
（
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
12
時
・
午
後
１
時
～
５
時
15

分※�

求
職
者
は
、
求
職
票
に
よ
り
登
録
が
必
要
で
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
は
独
立
し
て
い
ま
す
。
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シリーズ　国民健康保険

医
療
費
を
抑
え
た
い

　

自
分
や
家
族
が
急
に
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
ま
ず
は
病
気
が
一

日
も
早
く
治
っ
て
健
康
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
が
、
一
方
で
病
院

代
や
薬
代
、
通
院
す
る
た
め
の
交
通
費
な
ど
お
金
が
か
か
る
の
も
事
実

で
す
。「
仕
方
が
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
意
外
と
節
約
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

節
約
の
ポ
イ
ン
ト

そ
の
①　

上
手
な
病
院
の
使
い
分
け

　

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
の
が
賢
い
方
法
。
軽

い
病
気
な
ら
大
病
院
と
差
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
本
格
的
な
治
療
が
必
要

な
ら
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
え
ま
す
。
時
間
と
余
分
な
お
金
の
節
約
に

な
り
ま
す
。

そ
の
②　

時
間
外
受
診
は
緊
急
時
だ
け

　

休
日
や
夜
間
の
受
診
は
、
加
算
料
金
が
か
か
っ
て
割
高
で
す
。

そ
の
③　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
の
利
用

　

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
成
分
や
効
果
は
変
わ
ら
な
い
の
に
、
大
幅

に
安
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

◎
医
療
費
と
い
う
の
は
、
普
段
か
ら
予
防
の
た
め
に
、
ま
た
、

病
気

の
早
期
発
見
と
い
う
意
味
で
も
上
手
に
使
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

還付金詐欺にご注意を！

　茨城県内各地において、還付金

詐欺と思われる不審な電話が相次

いでいます。

　「医療費の過払いについて以前

に通知等しているが、請求手続き

が済んでいないのなら、口座番号

を教えてくれれば過払い金を振り

込む」というものです。携帯電話

の番号も聞き出されます。絶対に

被害に遭うことのないよう、不審

な電話があり、ATMの操作を求め

るような場合は、すぐに最寄りの

警察署に連絡・相談してください。

保険料免除等の申請について
国民年金

　保険料の免除や猶予を受けず保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生
すると、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、申請により保険料の納付が免除・
猶予となる「保険料免除制度」や「若年者（３０歳未満）納付猶予制度」があります。手続きは、住民登
録をしている市役所の国民年金担当窓口へ申請することになります。申請書は窓口に備え付けてあります。

　平成２５年度の免除等の受付は平成２５年７月１日から開始され、平成２５年７月分から平成２６年６
月分までの期間を対象として審査します。申請は原則として毎年度必要です。
　ただし、平成２５年７月に申請する場合は、平成２４年７月分から平成２５年 6月分までの期間（前一
年間分）についても申請することができます。７月に前一年間分の免除等も申請される場合は、申請書を
２枚提出されるようお願いします。
　また、退職（失業）を理由とした特例免除制度もあります。特例免除は、申請する年度または前年度
において退職（失業）の事実がある場合に対象となり、失業された方の所得を除外して免除の審査を行
います。申請される場合は、雇用保険受給資格者証や雇用保険被保険者離職票等の公的機関の証明書の
写しを添付して、市役所の国民年金担当窓口へ提出してください。

【問い合わせ】水戸南年金事務所　℡　029-227-3251　国保年金課（玉造庁舎）　℡ 0299-55-0111
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問い合わせ　収納対策課（麻生庁舎）　☎ 0299－72－0811

税 金 のお知らせのお知らせ

今月の税金

固定資産税　　　第２期

国民健康保険税　第１期

納付期限（口座振替日）は

7月 31日です。

市税の未納者には滞納処分を行います

　市では、市税の納期限を過ぎても未納のままの滞納者に、督促状や催告書
を送付し納税を促しています。それでも納付しない場合には、積極的に滞納
処分を行います。
　滞納処分とは、地方税法および国税徴収法の規定に基づき、やむを得ず財
産（不動産、動産、預貯金、給与など）を差し押さえて、公売や取り立ての
後に未納市税に充てることをいいます。
　都合により納期限内に納付できない場合や、督促状・催告書が届いたときは、
お早めにご連絡・ご相談ください。

後期高齢者医療制度からのお知らせ

８月１日に「被保険者証」および「限度額適用・標準負担額減額認定証」が更新されます
　現在お使いの「被保険者証」は、７月 31日までの有効期限となっています。
　新しい「被保険者証」（緑色）は、７月下旬に簡易書留にて郵送しますので、お受け取りをお願いします。
　また、「限度額適用・標準負担額減額認定証」（黄色）を現在お持ちの方で、引き続き交付対象となる方に
ついては、「被保険者証」とあわせて郵送します。

　※「限度額適用・標準負担額減額認定証」は、入院時等に医療機関等での自己負担額等が減額の
　　適用となる証です。

平成 25 年度保険料の決定通知書および納付書を送付します
　後期高齢者医療制度に新規に加入された方や、年金からの天引きが該当しなかった方（※１）は、７月中
旬に郵送される納付書にて、保険料を納付していただくことになります。
　決定通知書が届きましたら、必ず中身を確認していただき、納付書が同封されている場合には、納付書に
て納期限までに納付をお願いします。
　また、年金からの天引きによる保険料納付の方（※２）については、８月中旬に決定通知書を郵送します。

　※１　前年度に所得の変更により保険料が変更になった方、保険料が介護保険料とあわせ年金支給額の２分の１を超
　　　　えてしまう方など。
　※２　お申し出により、口座振替による普通徴収に変更することもできます。その場合は、お取引のある金融機関で
　　　　の口座振替のお申し込みが必要です。口座振替された方の社会保険料控除に適用することができます。

■問い合わせ　国保年金課（玉造庁舎）医療グループ　℡ 0299-55-0111

※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。


